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ⅣⅣ  名名古古屋屋市市委委託託事事業業  

１１  ななごごやや新新型型ココロロナナワワククチチンン長長期期的的なな副副反反応応相相談談窓窓口口事事業業  

１） 目的  

新型コロナワクチン接種後の長期的な副反応が疑われる症状のある市民に対して、専用の電話相談窓口を

開設し、看護職が相談に応じ、治療および予防接種健康被害救済制度につなげることを目的とする。 

 （長期的とは、接種後概ね 2週間以上経過しても継続するような症状を想定している。） 

２） 対象 

名古屋市民等 

３） 期間 

令和４年３月 25日（金）～令和４年９月 30日（金）予定 

４） 相談受付時間 

午前９時から午後５時まで（土日・祝日を除く） 

５） 相談体制 

   相談員は看護職2名 

   相談場所は訪問看護総合支援センター内 

   相談用の電話として新たに携帯電話を準備（2台） 

６） 事業内容 

（１） 相談対応 

専用の電話相談とする。 

名古屋市民等からの電話での相談に対応し、かかりつけ医または名古屋市医師会の協力医療機関を紹 

介し、治療へ繋げる。 

すでにかかりつけ医から、副反応と説明を受けた者へは、予防接種救済制度について紹介し、申請方法 

  や申請機関等を案内する。 

（２） 記録および報告 

日報：名古屋市指定の様式に受電件数、対応件数、協力医療機関案内件数、主たる相談件数、症状の内 

訳、相談者の属性、相談内容、助言内容等を記録する。 

相談終了後は、毎日メールにて名古屋市に報告する。 

    月報：名古屋市指定の様式にて１か月分の日報の集計結果と相談の主な内容と傾向についてまとめる。 

１か月ごとにメールにて名古屋市に報告する。 

（３） Q＆Aの作成 

随時、相談対応についてまとめ、Q＆Aを作成し、随時更新する。 

７） 資料 

（１） なごや新型コロナワクチン長期的副反応相談窓口での対応 

（２） 新聞記事、相談場面 
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  事事業業実実績績  33 月月 2255 日日～～33 月月 3311 日日（（55 日日間間））  

    ◆相談件数 

 合計 備考 

受電件数 2,936 件  

対応件数 
227722 件件  

名古屋市医師会の 

協力医療機関案内件数 181 件 

対応率 9.3%  

    ◆相談内容（主たる相談の内訳） 

 合計 割合 

副反応一般 61 件 22.5% 

治療 184 件 67.7% 

予防接種救済制度 2 件 0.7% 

意見等 21 件 7.7% 

対象外の内容 4 件 1.4% 

合計 227722 件件  110000..00%% 

◆相談者の属性（居住地別） 相談者とは、副反応と疑われる症状のある者 

 合計 割合 

愛知県内 
名古屋市内 214 件 78.7% 

名古屋市外 35 件 12.9% 

愛知県外 10 件 3.7% 

不明 13 件 4.7% 

合計 227722 件件  110000..00%% 

    ◆相談者の属性（性別）  

 合計 割合 

男 95 件 34.9% 

女 176 件 64.7% 

不明 1 件 0.4% 

合計 227722 件件  110000..00%% 

    ◆相談者の属性（年齢別） 

 合計 割合 

20 歳未満 3 件 1.1% 

20 歳以上～40 歳未満 20 件 7.4% 

40 歳以上～60 歳未満 79 件 29.0% 

60 歳以上 105 件 38.6% 

不明 65 件 23.9% 

合計 227722 件件  110000..00%% 
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なごや新型コロナウイルスワクチン長期的な副反応相談窓口での対応 

 

 

 
ワワククチチンン接接種種  

副副反反応応のの疑疑いい  

ワワククチチンン接接種種  

副副反反応応とと診診断断  

苦苦  情情  

要要  望望  

ワワククチチンン接接種種のの

事事務務的的ななこことと、、

接接種種証証明明書書ののここ

とと等等  

ワワククチチンン未未接接種種  

副副反反応応がが心心配配でで

悩悩んんででいいるる（（小小

児児含含むむ※※））  

①症状等の訴えを聴く（傾聴） 

②かかりつけ医または協力機関(名古屋市内 91医療機関)の受

診を案内、県の医療機関紹介制度案内 

③予防接種健康被害救済制度について【救済 名古屋市資料】 

①予防接種健康被害救済制度申請窓口の案内（名古屋市 16か

所保健センター）【救済】 

②治療継続のこと 

 

①内容を聴く 

②怒りに対して、傾聴の姿勢、批判はしない 

 

名古屋市へ電話内容を伝える 

  早期に名古屋市と情報共有する 

①副反応はゼロにすることはできないこと、ワクチンの安全

性の現時点の状況【Q＆A 名古屋市資料】 

②かかりつけ医への相談の勧め 

③接種時問診での表記、相談 

④不安、訴えを聴く（傾聴） 

※小児(5～11 歳)に関し接種前の新型コロナワクチンに関する相
談・情報提供であれば、「なごや新型コロナウイルスワクチン子ど
も相談窓口」でも対応可 050-3205-1661 
０５０－３２０５－１６６１ 
 ①名古屋市 コロナコールセンターを案内  

005500--33113355--22225522  

そそのの他他ココロロナナにに関関

すするる医医療療面面  

①内容を聴く 

②看護職として医療面で相談に応じれる範囲内で対応 

そそのの他他ココロロナナにに関関

すするるこことと医医療療以以外外  

①名古屋市 コロナコールセンターを案内  

005500--33661144--00774411  

資資料料ⅣⅣ--11--((11））  資料Ⅳ –１–（１）
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令和 4年 3月 26 日 中日新聞 朝刊 
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